I

S 15 iaxﬁrxﬁwféﬁﬁjjnavAy/$ 5 L.2010% | |

1% 7’&”:&07‘6Lﬁe50)£éﬁl$0)£¥ﬁ
REALIZING HUIAN SECURIP( IN ASIA

[~ || o
| 1 2
| [
- tl
' i Y i
1 A Fro—d 4 e [
A % > —— | =2
'\ | { & . W -—,
- [ e Vo | - —
v 'II I|I v a ) A:__J .'-_
I - N — -
i | r - i L‘ 3 Fo—_ b=
] 1R R
e L .
e ) \
- —_— ]
- i —— ) . () .
Pl &F Ty el -.'—'_f

2010 2323 H (4K) 10:30~17:35 (B 10:00)
HERS By /3R REAFAR—IL

Date: Tuesday, 23 February, 2010 Time: 10:30-17:35
Venue: Administration Office 3F, Komaba Campus, the University of Tokyo
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Language: Japanese and English (simultaneous interpretation provided)

Registration: Please submit a registration form
(https://ps120. xbit. /jp/"w120008/Sympo_MOFA/eng/index. php) 7From the web site of
the Graduate Program on Human Security of the University of Tokyo.
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	外務省　東京大学「人間の安全保障」プログラムシンポジウム2010春II�アジアにおける人間の安全保障の実現�Realizing Human Security in Asia
	アジアにおける人間の安全保障の実現―�日本とASEANが担う役割とは？��　人間一人ひとりに着目する人間の安全保障を、日本政府は外交の柱の一つとして位置付け、推進してきました。アジアを始めとする世界各国において、日本が国連に設置した人間の安全保障基金や二国間援助を通じて、人間の安全保障の実現を目指すプロジェクトを支援してきています。また、人間の安全保障委員会への支援、人間の安全保障フレンズ会合の立ち上げ・開催などを通じて、国際社会における人間の安全保障の概念普及も進めています。�　今後、アジアにおいて人間の安全保障を更に推進していくためには、「国境を越えた問題」というまさに人間の安全保障と密接に関連する問題について対応策を協議・実施する場ASEANは、非常に重要な役割を担っています。 �　今回のシンポジウムでは、外務省関係者、ASEAN関係者、人間の安全保障基金の支援を受けてアジア地域で実施されているプロジェクトに携わっている邦人国連機関職員、ASEANや人間の安全保障分野の研究者等の参加の下、アジアにおいて人間の安全保障の実現のためにいかなる取組が行われているのかを紹介するとともに、アジアにおける人間の安全保障の更なる推進に向けた課題及び今後のASEANとの協力のあり方について幅広く議論を行います。

